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既存住宅
平成２３年５月末までに設置を！

既存住宅
平成２３年５月末までに設置を！



  

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 

 
１１月 ７日   総合消防訓練 「甲府市飯田一丁目 山梨県厚生連健康管理センター」            

      ９日   街頭啓発 「ＪＲ甲府駅南口及び北口」 

１１日      第１０回幼年婦人消防大会 「甲府市総合市民会館」 

      週間中   危険物輸送車両等の立入検査 

  １０・１１日    防火対象物一般査察 

１５日      地水利調査 

第２５回県民の日記念行事「消防まつり」 

日  時  １１月１３日（土） 午前１０時～ 

場  所  山梨県小瀬スポーツ公園  ≪陸上競技場前広場≫ 

主  催  山梨県消防長会 

実施項目   消防車展示・ミニ消防車試乗・防災指導車による体験プログラム   

地震体験・消火訓練・煙体験・救急法実技指導・記念品配布 

住宅用火災警報器普及啓発・おえかきコーナー 

 

第７４回甲種防火管理新規講習会開催 

日     時：平成２２年１２月１５日（水）･１６日（木） 

場     所：甲府市蓬沢一丁目１５番３５号 「山梨県自治会館」 定員 １５０名 

※ 問い合せは、予防課査察指導係 （℡２２２－１２８４） 
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平
素
か
ら
、
皆
様
方
に
は
消
防
行
政
の
推
進
に
あ
た
り
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 

わ
が
国
の
消
防
は
、
市
町
村
消
防
を
原
則
と
す
る
自
治
体
消
防
制
度
が
誕
生
し
て
以
来
、

制
度
・
施
策
・
施
設
等
の
充
実
強
化
が
図
ら
れ
、
地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
近
年
は
都
市
化
の
進
展
な
ど
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
っ
て
、
災
害
の
様
相
が
変

わ
っ
て
き
て
お
り
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
や
中
小
河
川
の
氾
濫
及
び
浸
水
な
ど
の
災

害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
夏
季
に
は
猛
暑
日
が
続
き
、
多
く
の
熱
中
症
に
よ
る
救

急
搬
送
者
が
発
生
す
る
な
ど
、
地
域
住
民
の
安
全
を
脅
か
す
災
害
等
が
日
本
各
地
で
発
生
を

し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
も
平
成
十
五
年
か
ら
連
続
し
て
、
毎
年
一
千
人
を
超
え
、

亡
く
な
っ
た
方
の
半
数
以
上
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の
三
月
の

札
幌
市
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
火
災
で
は
不
幸
に
も
自
力
避
難
困
難
な
高
齢
者
の
方
々
が
犠
牲
に

な
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
住
宅
防
火
対
策
と
し
て
平
成
二
十
三
年
六
月
か
ら
す
べ
て
の
住
宅

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
当
消
防
本
部
管
内
の
全
世
帯
へ
の
設
置

に
向
け
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
傷
病
者
の
救
命
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
救
命
講
習
を
拡
充
し
、
応
急
手
当
の
一

層
の
普
及
啓
発
に
努
め
る
と
共
に
、
救
急
需
要
に
迅
速
、
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、「
救
急
車

の
適
正
利
用
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。 

 
 
 

災
害
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
地
域
と
連
携
し
、
災
害
に
強
い
地
域
を
め
ざ
し
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
圏
域
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 



消防訓練 

 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                           
 
 
 
 

 

総合消防訓練 
平成２２年春季全国火災予防運動の一環とし

て、２月２５日（木）昭和町の特殊防火対象物

において、災害発生時に迅速な活動を行うこと

により死傷者の発生を防ぐことと併せて消防技

術の向上を図ることを目的として訓練を実施し

ました。 

 

山梨県消防救助技術大会 
 都市災害の複雑多様化に伴い、人命危険が激増す

る現在、職員には高度な専門的救助技術が求められ

ています。この現実に対応するため県内１０消防本

部の職員が平素鍛えた技術の成果を披露するととも

に、防災連帯の意識高揚を図るため６月１１日（金）

甲斐市竜王甲府地区消防本部甲府西消防署訓練場に

おいて、第３７回山梨県消防救助技術大会が実施さ

れました。 
当本部においては７種目中３種目で好成績を収

め、ロープ応用登はん、ほふく救出の団体種目及び

個人種目のロープブリッジ渡過が優勝しました。 
なお、「第３９回全国消防救助技術大会」が京都市 

消防活動センターで開催され、山梨県代表として出

場した甲府地区消防本部の塚田副士長、武蔵消防士

（ロープ応用登はん）、猪股、丸茂、窪田各副士長 
（ほふく救出）及び田澤副士長（ロープブリッジ救

出）が各種目において入賞しました。 
 
 

            

   

水難救助訓練 
７月７日（水）飯豊橋下流荒川での水難事故の発

生に伴い、地上隊及び県消防防災航空隊並びに医療

機関との連携を充実強化することを目的として、救

助に対する知識と技術向上のため荒川河川敷におい

て水難救助訓練を実施しました。 

 
 

消防団総合訓練大会 

「第３６回甲府地区支部消防団総合訓練大会」が 

７月１８日（日）県消防学校において開催され、甲

府市・甲斐市・中央市・昭和町の消防団員９５０名

が日頃の訓練を披露しました。中央市消防団が小型

ポンプ操法の部で山梨県大会に出場しました。 

第４７回甲府市総合防災訓練 
  ９月１日（水）甲府市丸の内二丁目の市立舞鶴小 
学校において「第４７回甲府市総合防災訓練」が開 
催され、地域住民等参加のもとに、陸上自衛隊、日 
本赤十字社山梨県支部、甲府市消防団、県消防防災 
航空隊、各関係機関等が連携した訓練を実施しまし 
た。 

 



0

  天井から下方15～50㎝の範囲内に設置します。

　　　　　寝室、階段、廊下等＝煙感知器　　　　　　　台所（設置推奨）＝熱感知器

  

　警報器の中心を噴出口から150ｃｍ以上離します。

　設置例

取
　
付
　
位
　
置

　警報器の中心を壁から60㎝以上離します。

居室 寝室

台所 居室

台所 居室

居室 居室

居室 寝室

居室 居室

台所 寝室

子供部屋
(就寝なし)

60㎝以上
150ｃm以上

15㎝以上

50㎝以内

※ 悪質な訪問販売が急増しています。訪問販売があった場合や設置等でご不明な点
　  は、最寄の消防本部または消防署までご連絡下さい。
※  一人暮らしの高齢者や障害者等を対象に、市や町で給付事業を行なっている場合
　  があります。お住まいの市役所または役場にお問い合わせ下さい。

※住宅用火災警報
器の品質を保証す
るものに、日本消防
検定協会の鑑定品
（ＮＳマーク表示）が
ありますので目安に
して下さい。

   消防法により、一般住宅に住宅用火災警報器の設置が義務化されました。
   平成２３年５月３１日までに設置が必要です。一日も早い設置をお願いします。
　 （設置基準等につきましては、甲府地区火災予防条例で定められています。）

２階建住宅で
寝室が2階のみの場合

３階建住宅で寝室が
３階・台所が２階の場合

３階建住宅で
寝室が１階のみの場合

壁や梁などがある場合の取付位置 エアコンなどの噴出口付近の取付位置

壁掛けの場合

　※インターネットホームページでも設置例や取付場所を紹介しておりますのでご利用下さい。
　　 住宅用火災警報器のアンケートを行っておりますので、ご協力をお願いします。
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文化財防火デーに伴う訓練 

1 月 26 日国民的財産である貴重な文化財を火災、

地震及びその他の災害から守るため、訓練を実施し

ました。 

 
危険物安全週間特別査察 

6 月 7日から 6月 11 日まで、ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞや危険物 

施設の立入検査を実施し、関係者に対し、「安全は意 

識と知識と心がけ」の徹底指導を行いました。 

 

学校施設の特別査察 
 夏休み期間中の、防火対策を徹底させるため、各

署において学校施設の立入検査を実施しました。 

 
カラオケボックス等夜間特別査察 

 消防法改正に伴い消防用設備等の適合状況の把握

及び促進を図ること及び防火管理の重要性を再認識

させるため立入検査を行いました。 

 

自力避難困難者入所施設等の特別査察 

 3 月 15 日から 3 月 23 日まで札幌市のｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ

での火災で死者七名が発生した事件を受け、管内の

自力避難困難者入所施設の万全な防火管理体制を

確立させるため、立入検査を実施しました。 

 
幼稚園･保育園特別査察 

4 月 12 日から 4月 30 日まで、児童を火災や地震

等の災害から保護するため施設及び防火管理状況

の立入検査を行いました。 

 

住宅用火災警報器普及啓発活動 

 住宅用火災警報器の設置義務化に向けて各市町 
において、普及啓発活動を実施しました。 

 
大型店舗特別査察 

 歳末大売出しの時期を迎え、大型店舗においては

大量の商品の搬入、陳列及び多数の買物客で混雑が

予想されることから、防火避難安全対策を徹底さ 
せるため特別査察を実施しました。 



消火器の維持管理及び処分について 

 

 最 近 甲 府 地 区 消 防 本 部 に 消 火 器 の 維 持 管 理 及 び 処 分 方 法 に つ い て 住 民 の み な さ ん か ら 、 た

く さ ん 質 問 を い た だ い て お り ま す 。  

 

１  消 火 器 の 維 持 管 理 に つ い て  

① 消 火 器 は 鉄 製 容 器 の た め 錆 び ま す 。 直 射 日 光 の 当 た ら な い 場 所 、 湿 気 の 少 な い 場 所 や 雨

水 の か か ら な い 場 所 で 目 に つ き や す い 場 所 に 設 置 し て く だ さ い 。  

② 消 火 器 は 、毎 年 1 回 以 上 容 器 の 錆 び や 変 形 等 を 点 検 す る と と も に 、保 管 場 所 に よ っ て も  

 異 な り ま す が 、 概 ね 5 年 を 目 安 に 消 火 剤 を 交 換 し て く だ さ い 。  

③ 消 火 器 の 老 朽 化 等 、 異 常 が 発 見 さ れ た も の は 、 消 火 訓 練 を 含 め て 使 用 し な い よ う に し て  

く だ さ い 。  

 

２  消 火 器 の 廃 棄 に つ い て  

① 錆 び の 発 生 が 見 ら れ る 加 圧 式 の 消 火 器 は 、 容 器 破 裂 の 危 険 が 大 き い の で 、 決 し て 薬 剤 を  

 放 出 し な い よ う 特 に 注 意 し て く だ さ い 。  

② 日 本 消 火 器 工 業 会 が 示 し て い る 容 器 の 耐 用 年 数 は 8 年 で す 。老 朽 化 し た 消 火 器 は 、放 射  

 解 体 等 の 廃 棄 処 理 を 自 ら 行 う こ と な く 、 引 き 取 り を 行 っ て い る 専 門 の 業 者 に 速 や か に 廃

棄 処 理 を 依 頼 し 、 新 し い 消 火 器 と 交 換 し て く だ さ い 。  

 

下 の よ う な 変 形 、 腐 食 を 生 じ て い る も の は 、 速 や か に 廃 棄 し て く だ さ い 。  

       

 ◎ 消 火 器 の 廃 棄 処 分 等 に 関 す る 問 い 合 わ せ  

甲 府 地 区 消 防 本 部 予 防 課   222-1291(内 255)  
                          山 梨 県 消 防 設 備 協 会       223-0119  

                                   
 
 
 
 
 
 
       
 
 

『１１９番』は、緊急専用電話です。 

最近、この１１９番への「無言電話」や「いたずら電話」が非常に多くなっています。 

間違いのときは、「間違いです。」と言ってから電話を切ってください。 

１１９番は『いのち』にかかわる大切な電話です。 

『助かる命を救いたい！』 

救急車は緊急性のある 

方のために使いましょう 
◎平日夜間・休日の医療機関の確認は 

甲府市医師会救急医療センターへ！℡-226-3399 
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甲種防火管理新規講習会 
  ６月１日から２日にかけて甲府市蓬沢一丁目、山梨

県自治会館において、第７３回甲種防火管理新規講習

会が実施され、１７６名が受講し資格を取得しました。 
 

 

 救急車適正利用の啓発活動 
  ６月１８日（金）中央市ロックタウン山梨中央シ

ョッピングセンターにおいて、救急車適正利用啓発

リーフレットの配布及び適正利用の呼びかけ並びに

救命講習を実施しました。 

  
第３３回山梨県消防職員意見発表会 

県内各消防本部から選抜された職員が業務に対す

る提言や取り組むべき課題等について発表し、消防業

務の諸問題に関するより一層の知識の研鑽や意識の

高揚を図ることを目的として行われました。 
当本部代表の丸茂由理消防副士長が最優秀賞にな

りました。 
なお、県代表として関東大会に出場し最優秀賞にな

るとともに、全国大会では入賞しました。 

救急医療週間 
   平成２２年度救急医療週間中の行事として、９月９

日（木）甲斐市敷島総合公園で多数傷病者事故発生時

において、短時間内に最も効果的かつ適切な運用を実

施するため、救急隊・消防隊等の指揮体制の確立とト

リアージ能力の向上並びに医療機関との密接な連携

体制等の訓練が行われました。 

    
 

甲府地区消防本部プリセプターシップ 
平成１８年度から２９年度までに１２０名余の大

量退職が見込まれており、組織全体の人的消防力の低

下を来たさないよう職員がこれまで培った消防技術

と消防精神を若手職員に伝授する必要がある。 
教養訓練計画の一環として、「消防プリセプターシ

ッププログラム」を策定し、人材育成体制の確立を図

っています。 

 
 

 
消防音楽隊対外演奏 

 ４月１８日（日）第１８回甲府市緑化まつりが緑

が丘スポーツ公園「船出広場」で開催され、消防音

楽隊が大勢の市民の前で、消防ＰＲのため演奏を行

いました。 



出火の原因 

区    分 22 年上半期 21 年上半期 

た ば こ 12 件 １6 件 

ガスコンロ等 7 件 7 件 

放火（疑い含） 6 件 17 件 

電気配線 5 件 ３件 

火遊び ４件 ３件 

た き 火 2 件 12 件 

石油ストーブ 1 件 1 件 

火のついたゴミ ０件 ２件 

不 明 5 件 1 件 

その他 14 件 17 件 

 

平成２２年上半期（１月～６月）の火災・救急状況 

 

本年上半期の火災件数は、56 件で前年と比べて 23 件減少しており、火

災による死者は 3 人で 1 人減少しています。死者の大半は、就寝時の逃げ

遅れによるものであることから、住宅用火災警報器の早期設置が望まれます。 

出火原因は、「たばこ」が１2 件と最も多く、「こんろ」が 7 件、「放火  

(疑い含む)」が 6 件、「電気配線」が 5 件など、失火によるものが上位を占

めています。 

次のことを心がけましょう。 

①喫煙時にはマナーを守り、寝たばこや投げ捨てなどは絶対にやめましょう。 

②コンロに火をつけた時に、来客や電話などでその場を離れる際は、必ず火

を消しましょう。 

③家の周りには、燃えやすい物を置かないなどの防火対策を心がけましょう。 

救急件数は、6,040 件で前年と比べて 428 件増加しております。 

現在、「救急車の適正利用」にご理解をいただくため、広報誌への掲載、

看板やポスターの掲示、救急車への標語の貼付など様々な取り組みを行っ

ております。これからも「救急車の適正利用」に引き続きご協力をお願い

致します。 

また、「その場での適切な行動が尊い人命を救います。」を合言葉に、応

急手当の講習会を行っていますので積極的にご参加いただき、いざという

ときのために応急手当の知識を身につけておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年上半期 

    （消防本部管内） 

火災件数     56 件  

救急件数   6,040 件 

（管轄外 3 件を含む） 

甲 府 市 

火災  38 件  

焼損面積     358  ㎡    

損害   6１，７９０  千円   

救急 4,３３１ 件 

（うち中央道６件） 

甲斐市（旧双葉を除く） 

火災           ６  件 

焼損面積       41 ㎡ 

損害    ３，７９２  千円 

救急  ８０４ 件 

（うち中央道 4 件） 

 中  央  市 

火災          １２   件    

焼損面積     １４８   ㎡       

損害   16，２９３ 千円 

救急    ５２６ 件 

（うち中央道 0 件） 

昭  和  町 

火災      0  件 

焼損面積   ０ ㎡ 

損害      ０ 千円 

救急     3７４  件 

（うち中央道 2 件） 

火災と救急の状況 

区    分 2２年上半期 2１年上半期 

火 災 件 数           56 件 79 件 

建 物 火 災        27 件 30 件 

 損害額(千円） 8１，８７５千円 216,946 千円  

焼損床面積  547 ㎡  1,610 ㎡ 

焼損表面積 312 ㎡ １55 ㎡ 

死      者 3 人 4 人 

負  傷  者 3 人 11 人 

救急出場件数      6,040 件 5,612 件 

搬 送 人 員      5,654 人 5,154 人 

 
問い合せ 

甲府地区消防本部予防課    甲府市伊勢三丁目 8－23     ℡ 222-1284 

甲府中央消防署            甲府市丸の内一丁目 1－19    ℡ 254-9119 

甲府南消防署               甲府市伊勢三丁目 8－23     ℡ 233-1490 

甲府西消防署         甲斐市竜王 3314－1       ℡ 276-3825 




